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プロツトリ4ザ音″不ょ
う1鋤 JハリKあっ .

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



●17″マン大手1類 重灘言えなえJれ置興
.  . o こ .|  |二 i_=、 ´ 二 ■ _L  ・     .    1

4、 7′■ツトウl囃環不衰 ‐ | |
.   1 1 : ‐ . |   | | 

‐   | 一
‐
十
１
■
―
■
‐
　
卜
　

「
　

．
　

十
１

・
―
■

　

一　
　
‐
　
　
　
　
・　
　
．

一
　
　
　
」

‐

■
　
　
　
一
　
　
　
一‐
　

　

一
　
　
　
，　
　
　
一‐
　
　
　
　
　
　
，　
　
　
・
　
　
　
¨
　

‐

，
　

　

　

　

Ｉ

‐
‐
‐
，
―
■

|イ |や千1宏ず轟課″几:森i韮_1111
:,1轟如IX:請■ス |ンニ■ ::「 ||
:||:調麦死1教え||||■ .: ||

よ 件
ア
′レ| ヽψl 囃 | ́

i:lil:r

|189111
すをあ:マし,IPH平輝?不 .

卜    ` l i   . | ―|  | ■  ―   .  .  :

ｉ
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
「
―
―
―
―
―
―
―

一凛
一行
一一一一一一一一一

|かどちヽこ

/彼季

| 自ヽ〇 |

メヽ26・=L●・サに梃スで4
だの代にI者 ~/′奉
宅| ` `   : ′¢■

|

〇 |

Ａ
【

1:だき象言
'4槻夕f
7不

3(D

|./督
.

| .||

.■ AC)
かし ,Lしたす卜雛析ノa孝

:こ
″他つⅢ だ功 :`千
宅′    |   ノ

`イ

ハ |“少

協整盤盟募

押

θ

l①

千地イち:ノ篠|■
~/1

. . (直登3′それ)

ハ      '

0
左マヽl司 ピ

i厳:||

1望 |

‐已

'  F

‐4,t妥鯉鳥
4
01.4Ⅲ
 lllし 1 1

θ.③

等高線輔

'■

中漏

ハ

10:|
みに111ざ

1     8

替:ぶぶQ韓スⅢ向

A
④
≧ド 11「

NO C-2452 リコ ビー方 ]臓 4 5粍 目



一一 」 一一一「 ” 「 （ い 一 一 一　 一

聡 「 ヽヽ 轟

， 螺 緊 直 喀

一 ・ ・ 　 一

一 一 一
ヽ ， ・ ‘ ‐ ‐ ‐ ― ＾
．
一
．

ご 凛 ｃヾ 響

凛 ヽ 黄 ′ Ｎ Ｃ

漱 由 ｆ ξ

母 じ ぷ

FT
Tl

i 
  
  
 l
__
__
～
“
: ‐ ， 「 ‐ ‐ ‐ 一
一

一
一
一
一
一

一



(仁ゑ 琢数) 昭 1口
|′
年 度 技 術 りう発 実 施

報 告
書

名 l患 量 1単 色 1金  ま

アノ マツ のジ聰盤 喘

鮭罵別|み イ

″鋸纂ど躍儡鐙羅1軌ξ〔P戯
4ほ

全 体 計 画 1 実 施 経 過

`j(  1亀
  計  画     |  ́ 実  施  れヽ  米     |lf fhお・■び ヽ及11奇

ス タベル ク寃筆4.

“

ノ 家 夕
'鍛(2)ヌ竹多ス
`り

の輸

ノ 赫 2蒻り/ジぐ
′、調査+負
`レ
髪″|えれ夕後

(ク ム落受れ
綸

うゎ鑢雄孵 初
の ろ財議 1夕也

ス タa整ンャ′魚
の笏 夕変五た貿ポ蒻ヨ左
Pノ 今惨ス9ン,盗舞

/.力密 ″′免
(ノ月彦資瑛 と、み力換え劉上

`つ
承脅多スクな姉な″T

を/



ア〃マツの/t髪主l

「

 ′懇 1ヨ 冽4.//ア ′ :トル鯨 }為

手ジ iフラ所       多 アЪユ`プ_L_
′  独 _

3 家

集 ― 一
― ―

酔 贅多のオ■か 外『 者こ 全面がさら'|∩

日)力 1や あこレポさ
′ハ

´
奔

i=Lこ
クト   1

′人もリマ♂"季 たにラリス

…

陣 均雛
だ 季

|___A、 土笙2塵笙八するネ里渡 (jトボ |メ偏種初 のか拗 庁)| ３
（

ハ
（

′人ちりμ引

L__ ら、士ょ(Vかでわ|ナ ろ(2～
|

=I‐
匹 正 証 ‐

よι仏不1及 )     ___二 ）
な

′/不

あ り /2わ不 ′へ増多リズ′ロアフ
'F

B ハ
（

ズ,ラト /´イ

二 扇 葛 ′入ちη潔,"ム

D ハ

）
鉦

Ψ

_/2■ __
′洪当n。 メ́ 孝lf人うり。

″希

/22

EG-TDESK01
長方形



白 主 atを ) 昭 千0〔 /年 度 技 術 開 発 実 施
報 告

lll

Z

４森

題

群霞別 確
翻 1_

１‐

一

当

撻え嚇

♯旦考曖ゞ′
開

発

簡

所
鶴ま|||モ姦

―
「

":

メ斗

LI

す支

術

開

発

′
役 務 費

名 散 横 11価 金  融

千 円

腔 ?|

アカマ``ノス

“

I「巳オ立更熟↑

目
　
　
的

川ヒイと仏 イ2黙巧ゝ て ァカマツつス魚生立力を球J咽 こ 蒟劇殊0咽 た に1'す ら t資通 ゅ
夭だ下准 1な り殺衛ぐt肉た15`

人

―

―

―

ヽ ヽ

全 体 画 実 施 赴 過

当 年 度 分

1` 施 υt 火 施 れヽ 果 讐 Ohお よび 軒及計耐1

試験人の教た
スく}ジじぐのイ歌ダヽ
イ、気彦ダミえう設芙甦
ウ長嫌年オ畝場に 島

′ィ仁
～
本の凝上、た奇/―lt

x韻 全

α係や方法つオ毎年

/t式、馬分〕その

'支

た

スイヨ`′有夕よのイ子
`ヽ

考ぺ験火キたえにァカ文ソつ
―】`準tt iコ L」メモttイ■1う 寸々6(/■ )

イイうk′才それ」菫1、火にセた場交代フじ

"γ

｀

セこ島薇た11.
天濯下オ壺I:額り曼綺 オ滋Ytス

好火み
が′ズにに
小向がそ應に

つ′ゼЬ芥 てし負b

ty羅♂鐵T瞥#L
とのりt孝矢tイ75

言ダ1易灸〕化の考支た

左|く ln t′

(う11ヨ 咋ぐ)

試 験 北う殻え

左|マ |■ ビ
'

し｀11η 殊竹)



‐ 』 』 閤 ド
い 』 ヽ 厳 酔 即 ド 靡 臨 ｐ 暦 ｂ 口 眸 一Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‐ ‐ ‐ ‐ 卜 Ｎ ト ド Ｆ
い 霞 Ｐ ド 疇 医 愕 圏 隠 貯 ― ― ―

二 い 晨 〔 ゛ 「 藝 ′ ぶ キ 画 ↓ ふ ´ ミヽ 稿

（ ） ヽ ″ 鍼 ん ″ ｓ

‐ Ｉ

Ｌ
１ １
ぼ 厖 で 区 卜 』

‐
Ｐ
‐
卜 い Ｌ ぼ レ Ｐ ぽ ド ト
‐
へ 掏 ― ぃ ，
メ ヽ ぃ い ）

‐ 鷺 ド Ｎ い ド
レ ｂ 師 ド ド ー

ｓ ヽ 仕 ざ 喜 ） い Ｏ ｓ ｔ ℃ ゝ

、 き ‘ 々 ■ ３ ●

%0
∝

‐ ‐ ―

ヽ Ｆ Ｐ

Ｉ Ｉ

言

‐ ‐ ‐

卜 中 卜

， ―

ヽ ヽ 漱 さ し 一 ℃ 上 ヽ 藩 さ ５ 　 ｔ ミ
蕩 ヽ

゛ ょ も 憎 で ヽ

ヽ Ｐ 薇 ヽ ‘ ヽ ９
，
ゞ 「

ヽ か さ い ヽ ヽ 通

ヽ 卜 き ・ い ヽ

| 
 |

曇 コヽ 私 辞 劉 到 ‐

縄
，

島 野

べ ４ ‐ ‐

)。

へ 臼 いヽ ） ヽ ら
，
）

゛

薔 登 Ю ζ 計

熟 燿 夢 一 日 』 孫

ハ ロ ヽ 出 ％ ｏ ｏ ヽ し

い

Ｎ 訪 コ 負

D>
´ 鮭
Ｐヽ 戸 一 ９ ■

>
＞
八 Ｕ ‐ ‐ ‐ ―

■ 一 ■ 　 一 コ ニ

く

く ‐ ‐ ―

゛ ＾ ， 一
調 ‐
餞

>

F
卜 ｕ ｌ
縮
ゝ χ
レ

d 
′
′
l
■
ノ
し
｀
自
H
>

（ 滸 こ 蘇 卜 ∩ と ０ じ

こ 　 　 　 　 ｏ
，
ｏ 　 シ ユ ヽ 一> 募



(任 意 課 題 )  昭 和 ′ 0年 度 技 術 開 発 実 施 報 告 書 熊本 営林局        |

言田

題

新規
男」

継続
継  続

経常.特別別 経  常
担

　

　

　

当

鐵

開
　
発

　
″回
　
所

鹿 屋

珊

　

　

　

闇

日召矛ll
よ7年度

日召矛ロ

//年度

予

算

科

目

技

術

開

発

経    冒 品   名 数  量 単   価 金   額

目標との関連 鱗
物 件 習 調査用品

円 千 円

フカイツρテも費勁
後 務 警 現像:そ の他

人 件 習
職

時
基

臨
(      ) (

目

　

　

的

-4≧
力たかざアカマッのバ菫生互フ乳力 と争|)]し 、高 深いわ団屹 に

わグろ蓄LttLの入霙下オ盪彙舞広り力を律そ■湘券 36. 計

全 体 計 画 ｝
六 施 経 過

当 年 度 分

乗 施 計 画
中 施

螢
ロ 評価および普及計画

li′

,

のス論多残夕|ク出発
え獨 蒻 羨 な
′,夕
'1:査
千攻

l)   
牲

嵐鶴 旬 7m子
物

0,多暢催■査この後 72´絆
″,そわ移すo4′狡
ての 史竹多広夕19こ勇
ァ、 スタ千籠菫/力典
ο 看″漁役たし

0妥島鋼 41佐こし

β墓爾豪装
′
ぁ71絶f茨曇七11こ

更新方法別調査

o)プ ロット別発芽本数調査

|、

d譲観i鰹地毯

45

EG-TDESK01
長方形



ア/マツ入だヌ動
1 日  白勺
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当部内は火山 lA出 物が厚く堆偕 しており上地生産力は他の地域に比べて低いと考えられ象
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調査の方法

かさおこじの深 さ

ア,A区

上が見えかく

イ.B区

「Lま で (2ミ 5枷社 lQ)

かきおこしの種類 (図 -2

ア,等高線かさおこし

れする程度 (落葉順,腐植質 )にかきわける。

ゎける。

lm間 隔,中 50`771を 等高線に地表をかさおこす。

イ.等高線かさおこし

2れ 間隔 ,巾 50`77を 等高線に地表をかき

ウ,坪かさおこし

llrl常 1直 llを 実行 している

をかさおこす。

工,坪かきおこし

方形 ll lを収り入湘′たもので lれ 間隔にil径 30mの坪状に地表

同じく 2れ 間隔に直径 30mの 坪状に地表をかきおこす。

オ llllか きおこし

地表 か きお こ しを しな か っ どの程度の14t樹 が発生するか比較するために設定。

全面かきおこし

枝条

'11■

したところ以外は全面にわたって地表をかきおこす。

0月
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表 -3 稚樹発生本数調査表

()句 オ教調査鼻要 及々ぎと|ミ許唸t利っご
′
、J隆詐ぬ、>燎調圭ノラ/・Pて みヽた少、ク与綱医

ガ〕
Ч
フリ勝咳んお危生クJ象分働と

｀
ろう。

A区 土が 記えか くれ打る種封更(喜竃唇)|... B区 土 までか さわける (2～ 5m) 無かきお

こ し

全面かき

おこ し

区分

業 種

．

坪

1屁間隔
直径 30Ca

拝

2屁間隔
直径30碗

等 高 線

l屁間隔
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等 高 線

2屁間隔
巾 5 0rm

平多コ
発芽本数
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l屁間隔
直径30m
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図 -1 母樹及び試験地位置

図-2 かきおこしの方法
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表 -1 年度別IT子の」1凶 調査表

5路友 56Ⅲ 57薇 58核 59蠍 ζクわ曖

|ス オ腋

かきおこしの方法別作業功程調査

ア,表 -2に 示す とおり,地表処理についてはA,B区 ともに作業功程‖1に大きな差はないと

考えらイじるのでB区について実施 し♯もた。

これによると全rnか さおこしでは ha当 り 167人 ,又少ない功程 11は坪かきおこしの , 2
つ

“
lll隔 であったがこイ■はかさおこし面積比率の大きさに比夕」する結果とな― した。

表-2 かきおこしの方法別作業功程調査表

r:業肺
~~｀~｀~ム‐■ 面   柑 ha当 り功程ll かさおこし面積比率

全 面 か さ お こ し 100 71t 167   ハ 100   %

等 1ヽ/1 1れ間隔 巾 50にη

2れ‖り隔 巾 50(″

12  1m間 隔 巾 30m 7

″  2m間 隔 巾30" 2

llltか さ お こ し 0 0

(31 1i樹 発 芽本 数 JfJ査

ア
、秦 T,1に

示すとおりし刊澤叡」版彗世■餌倒蟻難曇本摯申珀燿砥■傘鮨仁=国
璧黎頃Ю=雄摯

イ,作業種別によるlll樹発生本数は,A区 においては,等高線かさおこしでは lm間隔,坪か

きおこし(:il'ル間隔,B区 においても,等 Fj線かさぉこしは l mlF5隔 ,坪かきおこしは lm
iミ

間隔がよく,A,B区 ともに l屁間隔の等高線 ,坪かきおこしが良い結果が出中わた。

＼

｀ヽ
フ  脚母樹○

10 全 面か きお こ し

9911か さ お こ し

Ａ
　
　
区

5坪
l"間隔
直径∞釧

6_坪

2m間隔
直径 311r″

7,等高級

lm間隔
Iわ  50 Cη

8_等 高線

2の間隔

巾 50`η

Ｂ
　
　
区

l坪

l″〕間隔

直径∞
`η

2が,

2,I口 rFq

直径30m

3等 高線

l｀屁間隔

H1 50′ n

4等 高線

2m間隔
巾 Ю r″

等高線
かきおこし  坪かきおこし 坪か きお こし

□□鯰囃□
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坪    坪  1等 高 線

1屁 間隔  2'間 需  ln間 隔
直a3α, 直堡∞ml● 50硫

1,500   2000

(j主,オ教鍼二 ,■ 年スなことlt=周生こ′
`り

ζ
痢■ん在雄L移↓

'こ

Lつジ筵本及てあう。

IA区 土う:見えか くれするこ質 ( B区 土までか
`わ
ける(2ヽ 6m)

1凋  
反

 1屎
 澤 高 線 等 高 線

‐
坪 均

|

発丼 _T畝 !lr.間 隔  2● 間鷹 lt鷹 問籠 ,2■間隔 発茅ヽ該 |こ し
直 7L30"‐ 直33α "!中 50●

FI■ 50`nl

`,2ノ

″″   ″ ノ́

二せ 許壼 )粘員:月■2′1み,ど 乙`^リ
ク与片ヨた

()ロ プロ,In,・ 1ブ ア|

″1   ″|   ″ !   ″|    1   漱1   ″ |   デ1   鷹:   :   ″:   ″訂
‐
ギ 111 11Jl1 1〆 誌

6 考 察

(l)‖ L表処理におけるIfl ttl発 1に本数
`■

,J:ま でかきわける方法長島 Jtが 認められ藩tたが,全 面
な るヽつた .

1liζ [11‖FI‖1:i儀1::11謝聰分ぞあ馨……≒
(2 作業lT別 の椎樹発Jlは , 1"問陽の等高線,及び坪かきおこしの場合がit樹 の発生にとつて

効果が認められるので確実な更力1を 1図 っていくためには,かなりさめこまか /j‐作業が必要であ

り■J号 み考 ユ オな             ぃぅ
131 作業功程は全 ftlか きおこしが 167人 という功程 h上で 1■付作業と同程度の功程が必要ど馨格考

る.
結果が出てい拳え  、                            さ

又, 1“ 1間隔の等「 ギ級 ,及 びIFか きおこしの場合は他の方法に比
べて 2倍 の功程差があり■|

tが ,発芽
役争ポ 単獄 u、1ド

地表かきおこしの面襲比率の大きさに発芽本数が大きく左右

される結果む罐づそい載せん。

どのような作業種でやるべ釧 論を同 せ鰍 が今後謝 実を継続してどのような雄

(4)[:言

ifi:[』 :ti:」 :[1:|:::::[i:`」 :こ二1lliifli了

なお ,今後の課題として単位面積当りの母樹木数 ,あ るいは峰すじのみならず林地内に充分飛

散するための母樹の配
Ylな ど業分に検討 し,効果的なlff樹発生と麺明な作業羽Lと の関係を今後の

ιて :`く

調査によって明らかにし投資tll'こ のりЛ待できるアカマツ天然林施業の技術体系を究明 し去す 。

考スこ
~あ
ら 48
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技 術 開 発課 題 完 了報 告 書

課 題 名 アカマンの天然更新

課 題 区 分 任    意
発
間
開
期

昭和57～ 61年度 担 当 鹿 屋 営 林 署

目

標

地位低位林分でアカマツの天然生産力を利用 し,高限西団地にぉける最適の天然下種更新法の

技術を開発する。

結

果

1.稚樹発生量は, 1"間隔の坪かきおこし区が最 も高い発生量を示 し,次に 2″ 間隔の坪かさ

おこし区及び lm間隔の等高線 かきおこし区が良い数値を示 した。

2.全面かきおこし区 ,無かきおこし区は期待 した結果は得られなかった。

開発経過 と調査 内容

1 開発経過

昭和57年 10月 に50年生のスギ, ヒノキ,ア カマツ,その他広葉樹の針広混交林の伐採跡地の峰筋に

アカマツの母樹を数本保残 して天然下種更新の試験地を設定 した。

(1)人工補整

ア かきおこしの深さ

A区

-310-
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土が見えか くれする稗度 (落葉層 ,腐蝕質 )にかきわける。

B区

地表面を土まで深さ 2～ 5 Cπ稗度かきわける。

イ かきおこしの種類

0 等高線かきおこし

1″間隔 巾 5 0Cπ を等高線に地表をかきおこす。

2″間隔 巾 50C籠      ″

“

)坪 かきおこし

1燿 間隔に直径 30`πの坪状に地表をかきおこす。

2“間隔に直径 30鍬の   ″

l●l 無かきおこし (対照区 )

0 全面かきおこし

枝条集積 したところ以外は全面にわたって地表をかきぉこす。

2.調査内容

(1)年度別種子の豊凶調査

(2)か きおこしの方法別作業功程調査

(3 稚樹発生本数調査

評価及び普及指導

地表面を 1～ 2″ 間隔に直径 3 0Cπの円形状に深さ 2～ 5ε寵程度かきおこす作業方法が最 も良い結果を

示 した。   '

母樹の配置状態 。単位面積当りの母樹保残本数等をさらに検討 してんα当り稚樹発生量 5,000本以上を期

待できる技術体系を究明するのか今後の課題である。

-311-
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1.はじめに

当署管内の高限山系に自生 しているアカマツは大隅半島では南限とされ,標高 400～ 800凛 の

国有林 rCは高令級のアカマツが多く分布している。

当地区は,火山噴出物が厚 く堆積 しているため土地生産力は低 く,ス ギ, ヒノキの人工造林には

適 していない。

このような地位の低い林地については,ア カマツの母樹を適宜保残 して天然下種更新によるアカ

マツの用材林に誘導する必要があると考えられる。

そこで人工補整の方法,稚樹発生調査等を実施 して確実な更新をはかるための技術体系を究明す

る試験を試みた。

2.試験地設定

(1)設 定

昭和 57年 10月

(2)場 所

鹿児島県垂水市新御堂 後平国有林  119ほ 9林小班

(Э 面 積

720″  (0.85んα)

(4)地 況

標高  700″   方位  SE  傾斜  30°  土壌型  BD(dl

(D 林 況

前生樹 50年生の スギ,  ヒノキ,  アカマツ, その他広の混交林

(んα当り材積 ) (8ゲ )(118″)(26″ )  (87ゲ )計 239″

(0 設定方法                                   ′

人工補整

ア, かきおこしの深さ

A区

土が見えか くれする程度 (落葉層,腐蝕質 )に かきわける。

B区

土まで (2～ 5`π程度 )か きわける。

イ,か きおこしの種類 (図 -2)

0 等高線かきおこし

lm間隔,巾 50御 を等高線に地表をかきおこす。

“

)等 高線かきおこし

-312-
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2″ 間隔,巾 50`れを等高線に地表をかきおこす。

lpl坪 かきぉこし                   、

通常植付を実行 している方形値を取り入れたもので, lm間隔に直径30`πの坪状に地表

をかきおこす。

0 坪かきおこし

同じく22間隔に直径30`πの坪状に地表をかきおこす。

②  無かきおこし

地表かきおこしをしなかった場合,ど の程度の稚樹が発生するか比較するために設定。

lal 全面かきおこし

枝条集積 したところ以外は全面にわたって地表をかきおこす。

図-1  母樹及び試験地位置図
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図-2  かきおこしの方法

全面かさおこし 無かきおこし 坪かきおこし  坪かきおこし

3.調査結果

(1)種子の豊凶調査 (表-1に示すとおり )

表-1  年度別種子の豊凶調査表

55年 度 56年 度 57年 度 58年 度 59年 度

並 凶 並 並 豊

(2)か きおこしの方法別作業功程調査

ア,地表処理作業はA, B区 ともに作業功程量に大きな差はないと考えられるので B区について

実施 した。

これによると全面かきおこしてはんα当り16.7人 ,又少ない功程量は坪かきおこしの, 2″ 間

隔であったがこれはかきぉこし面積比率の大きさに比例する結果となった。

表-2  か きお こしの方法別作業功程調査表

(め 稚樹発生本数調査 ‐

ア,表-3に示すとおり。

イ,作業種別による稚樹発生本数は, A区においては,等高線かきおこしでは 1″ 間隔,坪 かき

おこしは lm間 隔,B区においてもγ等高線かきおこしは 1″間隔,坪かきおこしは 1朦 間隔

がよく,A,B区 ともに 1凛間隔の等高線,坪かきおこしに良い結果が出た。

線
しこ
一局
お
き

等
か

等 高 線
かきおこし

Ｆ
一

面 積 んα当り功程量 かきお こし面積比率

全 面 か き お こ し し 100″ 16.7人 100 %

等高線  1″ 間隔 巾 50θ2 ″ 10.o 質
Ｊ

″  2″ 間隔 巾 506η ″ 5.6 2o

坪   1″ 間隔 巾 30ιπ 6.9 7

″  2″ 間隔 巾30協 〃 3.3 2

無 か き お こ し ″ 0 0
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A区土が見えかくれする程度 (薦藉唇 )
B区土までかきわける (2～ 5ο2)

無かさ

おこし

全 面
かさお

こ じ
坪

l“間隔

直径 30ε″

坪
2″ 間隔

直径30Ca

等 高 線
l"間隔
巾 50ιカ

等 高 線
2"間隔
巾 50 Cπ

均

生

数

平

発

本

坪

1″ 間隔

直径 30Ca

坪

2″ 間隔

直径30Ca

等 高 級

l"間隔
巾 50ο"

等 高 級

2口間隔

巾 50 Cπ

均

生

数

平

発

本

面  積
40 ′40 40 40 40 40 40 40 80 80

発

生

本

数

58年調

査脆当

(11)本

2,750

( 7)本

1,750

(16沐
4,000

(10沐
2,500

(11)本

2,750

(18溶
4,500

(14)本

3,500

(10)本

2,500

(9)本
2,250

(13)本

3,250

(14)本

1,750

(12)本

1,500

59年調

査力α当

( 6)

1,500

(8)
2,000

(10)
2,500

(12)
3,000

(9)
2,250

(8)
2,000

(7)
1,750

(13)

3,250

(13)

3,250

(10)

2,500

(7)
875
(13)

11600

60年調

査んa当

(14)

3,500

(10)

21500

( 9)
2,250

(3)
750

(9)
2,250

(24)

6.000

(5)
1,25o

(7)
1,750

(4)
1,000

(10)

2,500

(9)
1,125

(  3)

375

61年調

整】んo豊当

(19)

4,750

(11)
2,750

(12)
3,000

(6)
1,500

(12)
3,000

(31)

7,750

(15)

3,750

(7)
1,750

(4)
1,000

(14)

3,563

(12)

1,500

(  7)

875

表-3  稚樹発生本数調査表

(注)本 数調査は単年度ごとに調査したもので,生長量調査,消長調査を行っていないため,61年調査が現在稚樹
発生の総本数である。 ( )は プロット内発生本数

4.考  察

(1)人工補整による稚樹発生本数は,等高線かきおこし区,及び坪かきおこし区は効果が認められ

たが,全面かきおこし区につla.ては期待した結果は得 られなかった。

(2)作業種別では,A区 及びB区 ともに, 1″間隔の坪かきおこし区が高い数値を示し, B区の 2

″間隔の坪かきおこし区,A区の lm間隔の等高線かきおこし区の順となっている。

(3)天然生のアカマツ用材林施業に必要な稚樹発生量んα当り3,000本以上を期待する人工補整 (か

きおこし)の 方法 としては地表面を 1～ 2″ 間隔に直径30～ 50C認の円形状に深さ 2～ 5鍬程度を

かきぉこす作業方法が適当であると考えられる。

(4)種子の豊凶は57,58年 度は並,59年度は豊作であった。稚樹発生量はA区及び B区 ともに平均

3,000本以上と期待本数を確保 できたが,全面かきおこし区及び無かきおこし区は期待した結

果は得 あれなかった。

(5)作業功程は,全面かきぉこし区の 16.7人はスギ, ヒノキの地持作業功程10人に比較 して 1.7倍

の人工数になっているが,A・ B区は 3.3～ 10人,平均 6.45人 で人工補整 に必要な人工数とし

ては適当であると考えられる。

なお,今後の課題 として母樹の配置状態・単位面積当りの母樹の保残本数等を検討 して効果的

な稚樹発生と適切な作業方法を把握して投資効果の期待できるアカマツ天然林施業の技術体系を

究明する考えである。
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